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　中海宍道湖沿岸地域は，後氷期以後の温暖化に

ともない，大きく環境変化を繰り返しながら現在の

汽水域としての姿になっている．本文は，このよう

な環境変化のなかで，人類がどう対応して生活して

きたかを探る一つの手掛かりとして，各時代の人々

の食物の獲得活動を解明することを目的として
いる。

　本文は，考古学的資料を対象として，遺跡出土の

獣・鳥骨，魚骨，貝類など動物遺存体を中心に集成し

たもので，「中海宍道湖沿岸におげる生業関連資料

集成」としておきたい。出土資料の記載にあたって

は，ほぼ原典にしたがったが，今後の検討が必要な

ものもふくまれる．なお，備考欄に，資料鑑定者の

判明したものは記しておいた．また，参考資料とし

て，風土記記載の鳥獣，魚貝類について，巻末に一

覧表を付げておいた。

　出土の動物遺存体をみると，水産物について，当

地域内において相違があることがうかがえそうであ

り，中海沿岸では，海域産のものが目立ち，また宍

道湖沿岸，出雲平野にくらベヤマトシジミの利用も

活発ではないようである。同様の傾向は，風土記記
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載の魚貝類の記述からも読み取れる。また，当地域

におげる貝塚の出現は，縄文時代則期の鹿島町佐太

講武貝塚が，現在では最古期のものであり，汽水産

のヤマトシジミが貝の主体を占めている．一方，そ

れより遡る縄文時代早期末～前期初頭の大杜町菱根

遺跡では，獣骨，魚骨は出土しているものの，貝塚

としては認められない．これらの遺跡の時期は，ち

ょうど縄文海進を前後する時期にあたり，今後の資

料の増加によって，海進日U後の生業の具体像につい

ても，接近できるものと考えられる。

　また，水産物捕獲の場として注目されるのが，宍

道湖中海とともに，風土記にみえる神門水海，佐太

水海・恵曇陵などの水域である・出雲平野の貝塚導

跡については，ヤマトシ’ジミを主体とする貝塚が多

いが，これについては，神門水海との関係が想定さ

れており（西尾・川上・池田ほか，1979ほか），島根半

島の佐太講武貝塚については，旧く戦前から小牧實

繁によって，佐太水海あるいは恵曇肢との関係が問

われている（小牧，1927．1928）。これらの水域は，

規模は異なるものの，中海宍道湖とともに海跡湖

と考えられ，同様に環境変化の過程で生まれてきた

ものであり，有機的に関連させながら，それぞれの

性格を考えていく必要があろう．

　本文では，とりあえず遺跡出土の動物遺存体を中
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心にとりあげたが，これとともに今後植物遺存体，

堅果類貯蔵穴，水田遺構などの植物質食料の間題に

ついてもとりあげて検討を加えていきたいと考えて

いる。本集成は，まだ完全なものとは言えないが，

参考に供し，多くの方々からのご教示を得たいと
思う。

文　明

　なお，本文を作成するにあたって，下記の方々に

お世話いただいた。お名前を記し，篤くお礼申し上

げます。

　赤沢秀則，古瀬清秀，池淵俊一，池田満雄，角田

徳幸，勝部　昭，松本岩雄，野坂俊之，高安克已，田

中義昭，内田律雄，渡辺貞幸（敬称略）。
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中海宍道湖周辺地域におげる生業関連資料集成

遺跡名・所在地 時代・時期 出土動物遺存体 備　　考

（島根半島北岸・日本海沿岸）

猪目洞窟遺跡 縄文時代中期 （獣・鳥骨）シカ，ウサギ，モグラ，イヌ，サルほか 大谷ほか1949

平田市猪目町 ～古墳時代 （魚・海獣骨）タイ，ハリフグ，エイ，ヒラメ，サワラ，ス 山本1972

ズキ，カニ，イカ，イルカ 酒詰仲男検討

（貝類ほか）ニホソシジミ，レベツクカワニナ，サドシ

ジミ，イガイ，サザエ，マツバガイ，クボガイ，アワピ，

ヨメガサラ，ベツコウガイ，フジツボ，スカシガサ，レ

イシ，クリフレイシ，カラスガイ，カタツムリ，ウニ

佐太講武貝塚 島根大学所蔵資料ほか註1〕 山本1955

八束郡鹿島町 縄文時代早 （獣骨）イノシシ，シカ，サル，イヌ 山本1968

～中期 （魚骨） 酒詰1961では
（貝類）ヤマトシジミ，アワピ，サザエ，ニシ ニシをアカニシ

とする

縄文時代前期 1993年度発掘第6調査区 内山1994

（獣骨）ニホンザル，ネズミ科の一種，タヌキ，イヌ，ア 内山純蔵鑑定

ナグマ，イノシシ，ニホンジカ

（魚骨）サメ類の一種，アカェイ，イワシの一種，コイ科

の一種，コイ，フナ，ナマズ科の一種，タイ科の一種，

クロダィ，イシダィ，コブダイ（カンダイ），サバ科の一

種，ハゼ科の一種

（貝類）クロアワピ，ヒメコザラガイ，クボガイ，サザ

工，レイシガイ，ベソケイガイ，イガイ，ヤマトシジ

ミ，ハマグリ

古浦遺跡 山本清調査資料 山本1954

八束郡鹿島町 古墳時代 （獣骨）

（貝類）

1956年度発掘第1地区A地点 小片1956

古墳時代 （貝類） 貝は海水産，淡

水産あり。前者

が圧倒的に多い

同第1地区B地点 魚骨，貝類密集

古墳時代 （魚・海獣骨）クジラほか 地点あり

（貝類）アワピほか

1961～1964年度調査第1層 藤田1987

6，7世紀 （獣骨）

（魚骨）

名分塚田遺跡 奈良時代 （獣骨）シカ 井上1987b
八束郡鹿島町 ～鎌倉時代 井上貴央鑑定
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遺跡名・所在地 時代・時期 出土動物遺存体 備　1考

（中海沿岸）

サルガ鼻洞窟遺跡 縄文時代前期後半 （獣・鳥骨）イノシシ，シカ（ニッポンジカ），ノスリ，ナ 直良1937

八束郡美保関町 ～後期末葉 、　　　“ベツル，カモメ 直良ほか1939

（魚・骨）スズキ，マダイ，マグロ，マフグ，フグ類，サ 直良信夫鑑定

メ類；ボラ，アオハタ，コショウダイ，クロダイ，カン 金子1963

ダイ，コチ 金子浩昌鑑定

（貝類）カリガネエガイ，イタヤガイ，ハマグリ，シオフ 佐々木1954a

キ，サノレボウ，アサリ，アワピ，コシダカガソガラ，サ 資料の由来につ

ザェ，コシダカサザェ，ウミニナ，イボウミニナ，アカ いては，山本
ニシ，スガイ，テソグニシ，レイシ，カハニナ 1967bで整理さ

れており，これ

に直良ほか1939

を加えた

権現山洞窟遺跡 縄文時代後期後半 （貝類）サルボウ，カリガネエガイ，バカガイ，シオフ 直良1937
八束郡美保関町 キ，オホノガイ，スガヒ，イボウミニナ，バイ，アカニ 直良信夫鑑定

シ，テソグニシ，レイシ，カハニナ

小浜洞窟遺跡 縄文時代後期 （獣・鳥骨）シカ，イノシシ 山本1967a
八束郡美保関町 ～弥生時代中期 （魚骨）

（貝類）スガイ，イボウミニナ，カリガネェガイ，バカガ

イ，コシダカガソガラ，ハマグリ，イシダタミ，ヤマト

シジミ，アワピ，アカニシ

北灘遺跡 縄文時代，弥生時 （獣骨） 佐々木1955

境港市外江町 代ほか （貝類）アカニシ，テソグニシ，ナガニシ，シドロ，チリ 大村ほか1955

メンボラ，サザエ，ウミニナ，レイシ，ツメタガイ，バ 小江1958

イ，マガキ，マテガイ，オオノガイ，アサリ，バカガイ， ビョウブガイは

アカガイ，サルボウ，マルサルボウ，ヒナガイ，イタヤ 小江1958に記
ガイ，オオトリガイ，フジナミ，シオフキ，キヌタアゲ 載

マキ，ピョウブガイ

西灘遺跡 （獣骨） 佐々木1978
境港市外江町 （海獣骨）クジラ クジラは縄文時

（貝類） 代かとする

目久美遺跡 縄文時代前期初頭 （獣・鳥骨）ニホンシカ，イノシシ，イヌ，オシドリ 井上1986
米子市目久美町 （魚・海獣骨）マダイ，クロダイ，スズキ，イルカ 井上貴央鑑定

縄文時代前期 （獣・鳥骨）イノシシ，ニホソジカ，イヌ，アナグマ，カ

ワウソ，ニホソザル，タソチョウヅル，ヒラメ，カワウ

？，トビ，カイツブリ，コウノトリ

（魚・海獣骨）マダイ，スズキ属，ブリ，マグロ，ウマヅ

ラハギ，メジロサメ，ハクジラ類，ヒゲクジラ類

（貝類）オオノガイ，ハイガイ，サルボウ，イタボガキ，

カガミガイ，アカニシ，ウミニナ

縄文時代中期 （獣・鳥骨）ニホンジカ，イノシシ，タソチョウヅル

（魚類）マダイ

縄文時代後期 （鳥骨）ヒメウ

弥生時代 （獣骨）イノシシ
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遺跡名。所在地 時代。時期 出土動物遺存体 備　　考

陰田第7遺跡 縄文時代中期 （獣骨）イノシシ，シカ 井上1984

米子市陰田町 ～後期 井上貴央鑑定

陰田第9遺跡 縄文時代前期 （獣骨）イノシシ，シカ 井上1984

米子市陰田町 （魚骨）マダイ，フグ類 井上貴央鑑定

（貝類）ハイガイ，サルボウガイ，ナミマガシワガイ，ア

サリ，オオノガイ，スガイライボウミニナ，イボニシ、

ヒメカニモリガイ，ホソウミニナ，ウミニナ，ムシロガ

イ，ツメタガイ，オキヘピガイ，フジツボ

長砂第1遺跡 弥生時代前期後 （獣・鳥骨）イノシシ，ニホソジカ，ガンカモ科 松井1990

米子市長砂町 半頃 （魚骨）エイ類，スズキ，タイ類，ナマズ，コイ科 松井章鑑定

時期は小原ほか

編1990による

富田川川床遺跡 室町時代 （獣骨）イノシシ，イヌ（オオカミ？） 内田編1984

能義郡広瀬町 ～近世初頭 （貝類）ニシ類，サザエ，サルボウ，シジミ （内田律雄によ

る）

（宍道湖沿岸）

西川津遺跡 1980年度発掘資料 村尾ほか編1980

（宮尾地区） （獣骨）イノシシ

松江市西川津町 （貝類）ヤマトシジミ

西川津遺跡 1983年度発掘資料

（海崎地区） 縄文時代早期 （獣骨）イヌ，アナグマ，ウサギ，ニホンシカ，イノシシ 井上1987a

松江市西川津町 ～前期初頭 （魚・海獣骨）クロダイ属，マダイ，フグ科，スズキ属， 井上貴央鑑定

クジラ目，エイ類

（貝類）ヤマトシジミ？，（サルボウガイ？） 高安1987

高安克已鑑定

1984争85年度発掘資料

弥生時代前期 （獣・鳥骨ほか）イノシシうシカ，イヌ，アナグマ，テソ， 江川ほか1989

タヌキ，ムササピ，ニホソザル，カメ，水鳥類 井上貴央ほか指

（魚骨）クロダイ，コブダイ，コイ科，スズキ，サメ，コ 導

チ争ダツ，エイ，ナマズ，（メバル争カサゴ）

（貝類ほか）アワビ類タベッコウガサガイ，マツバガイタ 高安ほか1989

イシダタミガイ，ハナチグサガイヲシリブトチグサガ 高安克已・角館

イ，チグサガイ，イワカワチグサガイ、クボガイ，ヘソ 正勝鑑定

アキクボガイ、コシダカガソガラ，オオコシダカガン 海藻付着の貝な

ガラヲキサゴの一種，サザエ，サザエの蓋，スガイ，ス ど食用以外のも

ガィ類の蓋，イシマキガイ，オオタニシ（幼貝），カワニ のをふくむ

ナ争タマキピガイ，エゾタマキピガイに近似うミズゴマ

ツボヲキソスジチョウジガイ，カワザソショウガイ，‘‘ム

カデガイ（ヘピガイ）”タカワアイガイ，ウミニナ争コウ

ロギガイ，キクスズメガイラチャイロキヌタガイに近

似争アカニシ，レイシガイ，イボニシ争マツムシガイ，

ボサツガイ，ノミニナモドキ，ノミニナ，サラサノミニ

ナ予クダマキマツムシガイ，フトコロガイ，バイ，
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遺跡名。所在地 時代。時期 出土動物遺存体 備　　考

ナミヒメムシロガイ，クロスジムシロガイ，ヒメムシ

ロガイ，ムシロガイ，マクラガイ，タケノコガイ科の一

種，モノアラガイ，コハクガイ科の一種，カリガネエガ

イ，サトウガイ，サルボウガイ，サトウガイまたはサル

ボウガイ，タマキガイ，タマキガイに近似，イガイ，イ

ソコガイの一種，イタヤガイの一種，ナミマガシワガ

イ，ナミマガシワガイに近似，イタボガキ，イシガイに

近似，ドブガイに近似，マツカサガイ，ヤマトシジミ，

トマヤガイ，フジナミガイに近似，イソシジミガイ，ハ

マグリ，チョウセンハマグリ，カガミガイ，カソザシゴ

カイ科，エボシガイ亜目（カメノテの殻板），フジツボ

亜目（フジツボ類），短尾亜目（カニのはさみ），ナガウ

二科

弥生時代中期 （獣・鳥骨ほか）ニホソザル，アナグマ，タヌキ，イタチ， 井上1988

ムササピ，ニホンシカ，イノシシ，オオミズナギドリ， 井上貴央鑑定

ハクチョウ，ツル科，スズガモ属，スズメ目，ヒキガエ

ル，トノサマガエル，ツチガエル，ヤマアカガエル，へ

ピ類

（魚骨）クロダイ，スズキ，カンダイ，マイワシ，ハゼ

科，アイナメ，フナ，ナマズ，コチ，サメ類またはエイ

類，（ニシソ科）

（貝類ほか）アワピ類，ベッコウガサガイ，マツバガイ， 高安ほか1989

イシダタミガイ，クボガイ，クボガイまたはヘソアキ 高安克已・角館

クボガイ，オオコシダカガソガラ，キサゴ，サザエ，サ 正勝鑑定

ザエの蓋，スガイ類の蓋，イシマキガイ，カワニナ，タ 海藻付着の貝な

マキピガイ，ミズゴマツボ，イリエツボ，カワザンショ ど食用以外のも

ウガイ，ウミニナ，キクスズメガイ，チャイロキヌタガ のをふくむ

イに近似，アカこシ，レイシガイ，イボニシ，ウニレイ

シガイ，ムシロガイに近似，ムシボタルガイ，ヒラマキ

ミズマイマイ，コハクガイ科の一種，カリガネェガイ，

サトウガイ，サルボウガイ，サトウガイまたはサルボ

ウガイ，タマキガイに近似，イガイ，イソコガイの一

種，イタヤガイの一種，マガキうイシガイに近似，ドブ
　　　　　　　　　　、ガイに近似，マツカサガイ†ヤマトシジミ，サルノカシ

ラガイ，イソシジミガイ，ハマグリ，チョウセンハマグ

リヲオオノガイに近似，カソザシゴカイ科，エボシガイ

亜目（カメノテの殻板），フジツボ亜目（フジツボ類），

ナガウニ科

弥生時代後期 （貝類）サザエ，イガイ，ヤマトシジミ，ナガウニ科 高安ほか1989

高安克已・角館

正勝鑑定

タテチョウ遺跡 1977年度県発掘資料 金子1979

松江市西川津町 （獣骨）ウマ，イノシシ，ニホソジカ 金子浩昌鑑定

（魚・海獣骨）スズキ，マイルカ科
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遺跡名・所在地 時代・時期 出土動物遺存体 備　　考

1984，85年度県発掘資料 金子1987

弥生時代 （獣・鳥骨）ニホソジカ，イノシシ，イヌ，キツネ，タヌ 金子浩昌鑑定

～古墳時代 キ，アナグマ，フクロウ，カラス 9～12層を中心に

（魚・海獣骨）マダイ，クジラ目 出土。時期は，

三宅ほか編1990

によれば縄文時

代晩期～6世紀
頃

1984年度市発掘資料 井上編1985

（獣骨）

1987，88年度県発掘資料 金子1990

縄文時代晩期 （獣・鳥骨）ニホンザル，ノウサギ，イヌ，タヌキ，イノ 金子浩昌鑑定

～6世紀頃 シシ，ニホソジカ，カイツブリ属の一種，ガソカモ科， 4～6層を中心に

クマタカ？，＜キジ属の一種＞ 出土．括弧付は

（魚・海獣骨）フナ，＜スズキ＞，マイルカ科 層位未記載

平安時代 （獣骨）ウシ 金子1990

金子浩昌鑑定

縄文時代 （貝類）イシマキガイ，カワグチツボ，ミズゴマツボ，カ 岡村1990

ワザソツヨオガイ，アラレムシロガイ，ヒメコメツブ 岡本一郎・東正

ガイ，カワニナ，ヤマトシジミ，ウネナシトマヤガイ， 雄鑑定

ヌマコダキガイ，ナミマガツワ，フナクイムシ 貝類は，大半が7

層（無遺物層）出

土

1988年度市発掘資料（都市計画道路3・4・27号線（上追子 岡崎ほか編1992

笠無線）の調査） 井上晃孝鑑定

（獣骨）シカ類

1990，91年度県発掘資料 西本1992

縄文時代～5世紀 （獣骨）シカ，イノシシ 西本豊弘鑑定

9～10世紀 （獣骨）ウシ

石台遺跡 縄文時代～中世 （獣骨）シカ，ウシ，ウマ，キツネ 片岡編1986

松江市東津田町 （魚骨）フグ

（出雲平野）

菱根遺跡 縄文時代早期末 （獣・鳥骨ほか）イノシシ，シカ，タヌキ？，種不明小獣 酒詰ほか1959

簸川郡大杜町 葉～前期初頭 骨，ハクチョウ，カモ，イシカメ 酒詰仲男鑑定

（魚・海獣骨）タイ，フグ類，クジラ

矢野遺跡第1地点 1953年度発掘資料 池田1956a

出雲市矢野町 弥生時代 （獣骨）シカ，イノシシ 山本！957

（魚骨）フグ 貝類は西山省三

（貝類）ヤマトシジミ，イシガイ，オオタニシ，カワニ 鑑定
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遺跡名・所在地 時代・時期 出土動物遺存体 備　　考

ナ，サルボウ，サトウガイ，マガキ，キハマグリ，ヒナ イノシシ，アダム

ガイ，イタヤガイ，チリメソボラ，サザエ，テングニ スタマガイは池

シ，クロアワピ，イズモマイマイ，アダムスタマガイ 田1956aに記載

1971年度発掘資料 西尾ほか1986

弥生時代 （貝類）シジミ 第4トレンチ出
土

1991年度発掘資料B区 田中1992

e1グリッドピット 貝層下，ピット

（獣骨）イノシシ 内から弥生時代

中期後葉の土器

かなり検出

弥生時代後期末 e1，e3，93グリッド貝層

～古墳時代前期 （貝類）ヤマトシジミ主体

f1，91グリッド貝層 同貝層は，層位

（貝類）淡水産二枚貝に限定 的にe1，e3，93

グリッド貝層よ

り上で，これよ

り新しい

j2グリッド貝層 貝層はブロック

（貝類）淡水産貝主体 状

多聞院遺跡 1949年以降前後5回の発掘資料 大谷ほか1950

出雲市知井宮町 弥生時代 （獣骨）シカほか 時期は原報告に

（貝類）ヤマトシジミ，ニホソシジミ，カラスガイ，マツ よる

カサガイ，カタハガイ，オオタニシ，コダマガイ，アリ 池田1960bでも
ソガイ，フジナミ，サルボウアカガイ，マガキ，テソグ 貝類を紹介

ニシ，アワピ，サザエ，クロイワマイマイ

1958年度発掘資料 大塚1963

弥生時代後期 （貝類）ヤマトシジミ，ハマグリ，アサリ，シオフキ，テ 混貝土層（弥生

～古墳時代前期 ソグニシ，ハイガイ，カキ，アカニシ，サザエ，サルボ 時代後期主体）

ウ，アワピ，マイマイ，カラスガイ は，上層淡水産

顕著で，下層戯

水産多く，混土

貝層（古墳時代

前期）は，ヤマ

トシジミ主体

天神遺跡 1978年度発掘資料 西尾ほか1979土

出雲市天神町 古墳時代中期 （骨） 師器嚢内より出

（貝類）セタシジミ，サラガイ，カキ 土

西尾1981では骨

を魚骨とする
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遺跡名・所在地 時代・時期 出土動物遺存体 備　　考

古志本郷遺跡 古墳時代後期 （貝類）ヤマトシジミ，ハマグリ 西尾1981

出雲市古志町

1987年度発掘資料 川上編1988

古墳時代後期 （獣骨）

（貝類）ヤマトシジミ，二枚貝，巻貝

上古志・神戸川堤防 （貝類）シジミ 池田1956b
付近 酒詰1959

出雲市古志町 畑地に散布

古志本郷遺跡に

あたる（池閏満

雄による）

田中谷貝塚 （貝類）ヤマトシジミ 西尾1981

出雲市西神西町

上長浜貝塚 古代～中世初期 （獣骨）シカ，イノシシなど 川上ほか1994

出雲市西園町 （魚骨）マダイ，クロダイ，サメ，ボラなど

（貝類）ヤマ．トシジミ，カキ，ハマグリなど

鹿蔵山遺跡 古墳時代末葉 （獣骨）ニホンジカ 片寄ほか1984

簸川郡大杜町 ～奈良時代 （貝類）ヤマトシジミ，クロアワピ，メガイアワピ，オォ 大酉郁夫鑑定

コシダカガンガラ，サザエ，ハシナガニシ，ミガキボ

ラ，ボウシュウボラ，イボニシ，レイシガイ，バイ，イ

ワガキ，タマキガイ，ヒメツメタガイ，コタマガイ，ハ

マグリ，サルボウガイ

南原遺跡 古墳時代 （貝類）ヤマトシジミ，マシジミ，カキ，ハマグリ，シオ 西尾1981

簸川郡大杜町 フキ

中分貝塚 奈良時代 （獣骨）ニホソジカ 西尾1981

簸川郡大杜町 ～平安時代初期 （貝類）マガキ，ヤマトシジミ，チョウセソハマグリ，コ 金子浩昌鑑定

タマガイ，サザェ

雲部I遺跡 （貝類）ヤマトシジミ 角森ほか編1970

簸川郡湖陵町 西尾1981

御領田遺跡 平安時代末葉 （獣骨） 湖陵町教育委員

簸川郡湖陵町 ～鎌倉時代初期 （貝類）シジミが大半，ハマグリ 会のご教示によ

る

註

1）小牧1927bでも本田家所蔵資料を紹介し，他にレイシガイ，ベベ貝（竹広註，カサガイの一種か）があるとする．



66 竹　広　文　明・

付風土記記載にみえる中海宍道湖周辺地域の烏獣，魚貝海菜類

（北海・日本海）

北海（嶋根郡） （魚貝海菜）志砒，朝飴，沙魚，烏賊，媚賭，飽魚，螺，蛤貝，蘇甲蕨， 甲鼠蓼螺子，

螺蠣子，石華， 白貝，海藻，海松，紫菜，凝海菜など多数

等々嶋（嶋根郡） （魚貝ほか）禺々

北海（秋鹿郡） （魚貝海菜）飴，沙魚，佐波，烏賊，魚包魚，螺，胎貝，鮮，甲蕨，螺子，石華，蠣子，海

藻，海松，紫菜，凝海菜

北海（楯縫郡） （魚貝海菜）秋鹿郡に同じ，紫菜は楯縫郡が最良

自毛埼（楯縫郡） （鳥獣）農風

北海（出雲郡） （魚貝海菜）楯縫郡に同じ，飽は出雲郡が最良

門石嶋（出雲郡1） （鳥獣）鷲

北海（神門郡） （魚貝海菜）楯縫郡に同じ，紫菜なし

（入海・中海）

南入海（嶋根郡） （魚貝海菜二）入鹿，和爾，鰯，須受枳，近志呂，鎭仁，白魚，海鼠，鯖蝦，海松など多数

朝酌促戸（嶋根郡） （魚貝海菜）白魚

大井濱（嶋根郡） （魚貝海菜）海鼠，海松

前原埼（嶋根郡） （鳥獣）鴛鴛，見，鴨（以上随時の常に住む）

和多々嶋（嶋根郡） （鳥獣）猪，鹿

美佐嶋（嶋根郡） （魚貝海菜ほか）葦

盤楯嶋（意宇郡） （魚貝海菜二）蓼螺子，水蓼

（入海・宍道湖）

入海（秋鹿郡） （鳥獣）白鵠，鴻腐，昆，鴨などの鳥（秋にあり）

（魚貝海菜）鱗魚，須受枳，鎭仁，鯖蝦など大小雑魚（春にあり）

入海（楯縫郡） （魚貝海菜）秋鹿郡に同じ

東入海（出雲郡） （鳥獣）山鶏，鳩，亮，鴨，鴛鴛など

（魚貝海菜）秋鹿郡に同じ

蚊嶋（1意宇郡） （海貝海菜）螺子，海松

（佐太水海）

秋鹿郡 （魚貝海菜）鮒

（神門水海）

神門郡 （魚貝海菜）鱗魚，鎭仁，須受枳，鮒，玄蠣

（川，池，披，陵）

伯太川（意宇郡1） （1魚貝海菜）年魚，伊久比

飯梨川（意宇郡） （魚貝海菜）年魚，伊具比

筑陽川（意宇郡1） （：魚貝海菜）年魚

意宇川（意宇郡） （魚貝海菜）年魚，伊具比

玉作川（意宇郡） （魚貝海菜1）年魚

來待川（意宇郡） （魚貝海菜）年魚

津間抜池（1意宇郡） （鳥獣）亮，鴨

（1魚貝海菜）鮒，蓼

水草河（嶋根郡） （魚貝海菜二）鮒

法吉肢（嶋根郡） （鳥獣）鴛鴛，見，鴨

（魚貝海菜）鯉，鮒，須我毛， （夏に尤も美い菜あり）

前原披（嶋根郡） （1鳥獣二）鴛鴛，昆，鴨など
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鉋池（嶋根郡） （魚貝海菜ほか）蒋

口池（嶋根郡） （鳥獣）鴛鴛

（魚貝海菜ほか）蒋

敷田池（嶋根郡） （鳥獣）鴛鴛

恵曇陵（1秋鹿郡） （1鳥獣）鴛鴛，見，鴨

（魚貝海菜）鮒，葦，蒋，菅，荷薬（荷葉は養老元年まで）

深田池（秋鹿郡） （1鳥獣）鴛鴛，見，鴨

佐久羅池（秋鹿郡） （1鳥獣二）鴛鴛

出雲大川（1出雲郡） （1魚貝海菜）年魚，鮭，麻須，伊具比，妨鱒など

意保美小川（出雲郡） （魚貝海菜）年魚

西門江（出雲郡） （1魚貝海菜二）鮒

大方江（出雲郡） （1魚貝海菜）鮒

神門川（神門郡） （魚貝海菜）年魚，鮭，麻須，伊具比

多岐小川（1神門郡） （魚員海菜）年魚

來食池（1神門郡1） （魚貝海菜二）菜

笠柄池（神門郡） （1魚貝海菜）菜

（山野）

諸山野（1意宇郡） （鳥獣二）鵬，農風，山鶏，鳩，鶉，鶴，鴎鴉，熊，狼，猪，鹿，兎，狐，飛髄，獺猴など

多数

諸山野（1嶋根郡1） （1鳥獣1）鷲，隼，山鶏，鳩，鶴，猪，鹿，猿，飛髄

諸山野（秋鹿郡） （鳥獣）鵬，農風，山鶏，鳩，鵠，猪，鹿，兎，飛獺，狐，獺猴

都勢野（秋鹿郡） （1鳥獣1）鴛鴛

諸山野（1楯縫郡1） （1鳥獣）周島，農風，鳩， 山難，猪，鹿，兎，狐，彌猴，飛髄

諸山野（1出雲郡1） （鳥獣1）農風，鳩，山難，鵠，鶏，猪，鹿，狼，兎，狐，獺猴，飛髄

諸山野（1神門郡） （鳥獣1）鵬，鷹，農風，鳩， 山難，鶉，熊，狼，猪，鹿，兎，狐，獺猴，飛髄

　本表の作成は，加藤義成（1957）修訂出雲国風土記参究

483－530pp．による．

松江今井書店，松江，545p（1992年改訂四版） 所収の原文篇
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